








研究の目的

高齢化社会を迎えるにあたり、わが国がその社会を持ちこたえるためには、現在の子ども

達、これから生まれる子ども達を、単に疾患を持たないというだけでなく、体力、運動能

力、気力など、心身両面にわたってすぐれた健康の持ち主にするような施策、工夫、努力

を直ちに始める必要がある。すなわち健全育成、健康づくりなどの語で言われ続けたこと

ではあるが、今や医学、保健学の立場で改めて検討しなければならない時ということであ

る。このため現行の乳幼児健康診査をはじめとする地域保健サービスの再検討を行い、改

善すべき点については具体的な施策案を作成提示すべく研究を実施した。


